
第２章 令和６年度事業の実績概要

令和６年度事業の実績額及び税収等実績額1

　（注）最下欄の合計と、個々の事業実績額の合計は合わない。

合　計
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表：令和６年度清流の国ぎふ森林・環境基金事業　予算額及び実績額一覧

（1）令和６年度事業実績額
　令和６年度は、清流の国ぎふ森林・環境税の税収額等を12億2,038万９千円と見込み、同
額の12億2,038万９千円で当初予算を立てました。
　また、緊急性が高く要望が多い里山林整備事業やぎふの木育教材導入支援事業に対応する
ため、基金残高を活用し、676万２千円を９月補正予算で加え、合計12億2,715万１千円で
各種の森林・環境基金事業を実施しました。
　一方、令和６年度森林・環境基金事業の実績額は８億8,740万６千円、次年度への繰越額
は１億5,024万１千円となりました。

森林・環境基金事業名 予　算　額 実　績　額
344,075千円

120,292千円
35,470千円

50,000千円
7,000千円

70,000千円
20,000千円

15,000千円
8,000千円

86,679千円
5,953千円
5,000千円
35,500千円

30,000千円
27,000千円
1,922千円

120,000千円
6,060千円
24,700千円
31,000千円

30,000千円
45,000千円
7,000千円
2,000千円
39,000千円

22,000千円
5,000千円
30,000千円
3,500千円

1,227,151千円
（うち当初予算1,220,389千円）

1　環境保全林整備事業
2　里山林整備事業
　①危険木の除去
　②バッファーゾーンの整備
3　脱炭素社会に貢献する森林づくり事業
　①被害森林等での早生樹等の植栽等
　②森林吸収源対策
4　教育福祉関連施設木造化・木質化等促進事業
　①木造化・内装木質化
　②木製品の導入
5　木質バイオマス利用促進事業
　①木質バイオマス利用施設の導入
　②未利用材の搬出
6　ぎふ木育推進事業
　①-1 ぎふ木遊館の管理・運営
　①-2 ぎふ木育の全県展開の推進
　②ぎふの木を使った教材の導入
　③森や木、川に関する環境教育やぎふ木育教室の開催等
7　森林空間活用促進事業
　①観光道路周辺の観光景観林の整備
　②森林空間の活用を図るための施設の設置・改修
　③森林空間を活用した活動の普及促進
8　野生鳥獣個体数管理事業
　①ニホンジカの個体数管理を目的とした捕獲等
　②ニホンザルの個体数管理を目的とした捕獲
　③カワウ、カワアイサ及びサギ類の個体数管理を目的とした捕獲
　④大学等と連携して行う野生動物管理に関する調査研究等
9　自然生態系保全・再生事業
　①上下流域が連携した河川清掃活動
　②河川魚道の改修及び適切な維持管理
　③水田魚道の設置等による水みちの連続性確保及び効果検証
　④生物多様性の保全・再生の普及啓発
　⑤生態系保全・再生に係る活動支援
10 脱炭素社会ぎふづくり事業
　①脱炭素社会ぎふを支える人づくり
　②地域循環共生圏構想の促進
11 清流の国ぎふ地域活動促進事業
　 清流の国ぎふ森林・環境税推進事務費

216,775千円

106,034千円
31,025千円

46,422千円
1,448千円

4,987千円
9,382千円

8,911千円
4,454千円

77,028千円
3,482千円
4,506千円
28,724千円

23,879千円
22,764千円
1,465千円

109,889千円
4,705千円
21,826千円
30,291千円

29,995千円
19,981千円
2,851千円
1,291千円
29,705千円

17,188千円
1,939千円
24,776千円
1,682千円

887,406千円
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表：令和５年度（繰越）清流の国ぎふ森林・環境基金事業　予算額及び実績額一覧

表：税収等実績一覧

合　計

基金の内訳
令和６年度　森林・環境基金の状況

総額
1,505,222

千円

執行状況

総額
1,505,222

千円

16

（2）令和６年度税収等実績額
　令和６年度の税収等実績は13億4,825万９千円で、見込みに比べ、１億2,787万円の増加
となりました。

森林・環境基金事業名 予　算　額 実　績　額

201,006千円

21,625千円

11,118千円

59,342千円

8,000千円

25,000千円
326,091千円
繰越不用額

1　環境保全林整備事業
3　脱炭素社会に貢献する森林づくり事業
　①被害森林等での早生樹等の植栽等
4　教育福祉関連施設木造化・木質化等促進事業
　①木造化・内装木質化
6　ぎふ木育推進事業
　①-2 ぎふ木育の全県展開の推進
7　森林空間活用促進事業
　②森林空間の活用を図るための施設の設置・改修
9　自然生態系保全・再生事業
　②河川魚道の改修及び適切な維持管理

199,715千円

21,252千円

11,118千円

59,340千円

8,000千円

25,000千円
324,425千円
1,666千円

区　分 増　減
＜収入＞
清流の国ぎふ森林・環境税等
　○清流の国ぎふ森林・環境税
　○ふるさとぎふ振興寄附金等
　○運用益（利子）
　○補助金返還額
　○繰越不用額

127,870千円
37,652千円
85,777千円
▲4千円

2,779千円
1,666千円

実　績

1,348,259千円
1,257,918千円
85,777千円
119千円
2,779千円
1,666千円

予算（見込み）

1,220,389千円
1,220,266千円

－千円
123千円
－千円
－千円

（3）基金残高の取扱い
　令和６年度の森林・環境基金事業の予算のうち、残余額１億8,950万３千円と令和５年度
までの基金残高の一部１億5,020万１千円の合計に、令和６年度税収等の増加額１億2,787万
円を加えた、４億6,757万４千円が基金残高となりました。
　この基金残高については、引き続き事業目標を達成するため、森林・環境基金事業評価審
議会の意見を踏まえ、令和７年度の事業に有効活用していきます。

区　分 金　額
189,503千円
150,201千円
127,870千円
467,574千円

令和６年度森林・環境基金事業費の残余額
令和５年度までの基金残高（９月補正分差引後）
税収等増加額

基金残高　　　　合　計

令和5年度までの残余額
156,963千円

繰越不用額等
4,445千円

運用益
119千円

寄附金
85,777千円

納税額
1,257,918千円 森林・環境基金事業費

1,037,648千円

次年度繰越額
（基金残高）
467,574千円



表：清流の国ぎふ森林・環境基金事業実績量一覧
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令和６年度事業の実績量2

事業名 事業の概要 ５年間の
必要事業量

令和６年度
計画量

令和６年度
実績量

備考
R7実施予定量

1　環境保全林整備事業 「環境保全林」内の人工林
の間伐等森林整備

①危険木の除去

②バッファーゾーンの
整備

①造林未済地等での
　早生樹等の植栽等

②森林吸収源対策

②未利用材の搬出

①-1ぎふ木遊館の管理・
運営

①-2ぎふ木育の全県展開
の推進

②ぎふの木を使った教材
の導入

②森林空間の活用を図る
ための施設の設置・改修

③森林空間を活用した
活動の普及促進

③森や木、川に関する
環境教育やぎふ木育
教室の開催等

①観光道路周辺の観光
景観林の整備

①木質バイオマス利用
施設の導入

①木造化・内装木質化

②木製品の導入

2,100ha

70箇所

40箇所

20ha

９回

１回

６施設

20施設

１施設

30台

4,500ｔ

50,000人

300人

60施設

6,800人

11件

100ha

８施設

80者

35箇所

29箇所

５回

２回

18施設

０施設

27台

2,866.3ｔ

52,147人

300人

67施設

8,627人

11件

28.72ha

160者

1,356.75ha
（R5繰越分
676.24ha）

（R6繰越分
413.63ha）

（R6繰越分
2.16ha）

2施設
（R5繰越分

1施設）

10施設
（R5繰越分

2施設）

33.81ha
（R5繰越分
16.07ha）

10,500ha

350箇所

200箇所

100ha

30施設

100施設

500ha

40施設

100者(累計)

22,500ｔ

300施設

45回
(研究会等)

5回
(説明会等)

5施設
(ボイラー)

150台
(ストーブ)

210,000人
(入館者数)

400人(累計)

34,000人
(参加者数)

55件
(市町村企画件数)

3　脱炭素社会に貢献する
森林づくり事業

2　里山林整備事業

4　教育福祉関連施設木造
化・木質化等促進事業

5　木質バイオマス利用促進
事業

6　ぎふ木育推進事業

7　森林空間活用促進事業

Ⅰ
森林
部門
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備考
R5繰越分予定量事業名 事業の概要 ５年間の

必要事業量
令和６年度
計画量

令和６年度
実績量

8　野生鳥獣個体数管理事業

①ニホンジカの個体数管
理を目的とした捕獲等

②ニホンザルの個体数管
理を目的とした捕獲

③カワウ、カワアイサ及び
サギ類の個体数管理を
目的とした捕獲
④大学等と連携して行う
野生動物管理に関する
調査研究等

①上下流域が連携した河
川清掃活動

②河川魚道の改修及び
適切な維持管理

①脱炭素社会ぎふを支え
る人づくり

②地域循環共生圏構想
の促進

各種団体等が行う森林づ
くりや水環境保全等の活
動支援

森林・環境税事業に係る
普及啓発等

⑤生態系保全・再生に係
る活動支援

③水田魚道の設置等によ
る水みち連続性確保及
び効果検証

④生物多様性の保全・再
生の普及啓発

7,000頭

324頭

1,000羽

10件

20河川

80%

４地区

14回

24団体

500人

５団体

50団体

一式

7,406頭

287頭

1,169羽

10件

24河川

85.9%

５地区

20回

20団体

486人

10団体

50団体

一式

35,000頭

5,000羽

50件

延べ100河川

20地区

70回

120団体

2,500人

　

250団体

一式

80%
(健全な魚道の割合)

1,014頭
（R6～R8）

15団体
（R4～R6）

10　脱炭素社会ぎふづくり
　事業

9　自然生態系保全・再生
事業

11　清流の国ぎふ地域活動
　促進事業

清流の国ぎふ森林・環境税
推進事務費

Ⅱ
環境
部門

Ⅲ
共通
部門


